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飯
寿
し
の
美
味
し
さ
ア
ピ
ー
ル

当
社
地
元
伊
達
市
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
北
海
道
が
誇
る
優
れ
た
発
酵
食
品
「
飯
寿
司
」
の
食
文
化
を

守
り
、
後
世
に
伝
え
て
行
き
た
い
・
・
・
と
の
強
い
思
い
か
ら
、

当
社
が
こ
の
ほ
ど
立
ち
上
げ
た
任
意
団
体
「
い
ず
し
食
文
化
を

つ
な
ぐ
会
」
の
発
足
式
を
兼
ね
た
、
当
社
初
の
単
独
大
型
イ
ベ

ン
ト
「
い
ず
し
大
試
食
懇
親
会
」
が
九
月
二
十
日
、
午
後
六
時

か
ら
当
社
の
地
元
北
海
道
伊
達
市
の
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
社
の
看
板
商
品
「
キ
ン
キ
い
ず
し
」

が
今
年
で
発
売
か
ら
四
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

永
年
ご
支
持
を
頂
い
た
お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
の
思
い
か
ら
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
先
の
い
ず
し
食
文
化
を

つ
な
ぐ
会
の
発
足
式
も
か
ね
て
の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

　
当
日
会
場
に
は
、
地
元
伊
達
市
や
室
蘭
市
な
ど
を
は
じ
め
、

札
幌
市
や
道
東
帯
広
市
、
釧
路
市
な
ど
全
道
各
地
、
遠
く
は
神

奈
川
県
横
浜
市
か
ら
駆
け
付
け
る
お
客
様
も
い
る
な
ど
、
総
勢

百
六
十
名
近
い
参
加
者
で
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　
中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞

全国各地から160 名近くのお客様にお集り頂きました

いずしの試食ブースは大混雑に・・・

記念講演を行った日比野先生

いずしについて熱弁する及川代表
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イ
ベ
ン
ト
は
冒
頭
、
当
会
顧
問
で
我
が
国
寿
司

研
究
の
第
一
人
者
寿
し
博
士
の
日
比
野
光
敏
先
生

に
よ
る
「
い
ず
し
の
ル
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
日
比
野
先
生
は

「
飯
寿
司
は
一
般
的
な
江
戸
前
寿
司
の
原
型
で
あ

り
、
長
い
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
日
本
で

は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
と
見
る
の
が
有
力
な
学
説

だ
。
飯
寿
司
は
い
わ
ゆ
る
馴
れ
ず
し
の
分
類
に
属

し
、
今
で
は
東
南
ア
ジ
ア
や
韓
国
、
日
本
の
北
海

道
か
ら
日
本
海
沿
岸
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
環

日
本
海
文
化
と
言
え
る
」
と
解
説
、
さ
ら
に
「
日

本
で
も
こ
の
飯
寿
司
に
近
い
馴
れ
ず
し
は
全
国
に

存
在
し
て
い
た
が
、
今
で
は
そ
の
多
く
は
消
え
て

し
ま
っ
た
。
北
海
道
の
飯
寿
司
は
現
在
で
も
脈
々

と
地
元
に
根
付
い
て
い
る
素
晴
ら
し
い
食
文
化
で

あ
り
、
こ
れ
を
守
り
、
後
世
に
つ
な
い
で
欲
し
い
」

と
力
説
し
た
。

　
続
い
て
、
当
社
社
長
で
当
会
会
長
の
及
川
昌
弘

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
中
で
及
川
代
表
は
「
当
社
看
板
商
品
キ
ン

キ
い
ず
し
が
、
発
売
か
ら
四
十
年
を
迎
え
、
こ
の

間
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
客
様
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
か
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
お
客
様
か

ら
、（
中
井
さ
ん
の
い
ず
し
は
）
贈
答
品
と
し
て
人

に
は
差
し
上
げ
る
が
、
自
分
で
食
べ
た
こ
と
が
無

い
・
・
・
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
皆
様
に
こ

そ
、
是
非
じ
っ
く
り
と
当
社
の
い
ず
し
を
食
べ
て

頂
く
機
会
を
設
け
た
か
っ
た
。
そ
し
て
、
三
つ
目

の
テ
ー
マ
と
し
て
、
若
い
方
々
を
中
心
に
、
い
ず

し
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。
い
ず
し
と
言
う
北
海
道

が
誇
る
食
文
化
を
伝
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し

た
い
」
と
参
加
者
に
訴
え
か
け
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
地
元
伊
達
市
道
の
駅
を

運
営
す
る
珂
伊
達
市
観
光
物
産
公
社
大
坪
社
長
が

お
祝
い
の
挨
拶
、
さ
ら
に
当
社
を
永
年
支
え
て
頂

い
て
来
た
一
般
の
お
客
様
を
代
表
し
て
苫
小
牧
市

在
住
の
松
橋
勲
様
が
「
健
康
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
む
く
ら
い
な
ら
、

い
ず
し
を
食
べ
よ
う
。
い
ず
し
は
世
界
に
誇
る
北

海
道
の
優
れ
た
発
酵
食
品
だ
」
と
ユ
ニ
ー
ク
で
説

得
力
あ
る
ト
ー
ク
で
参
加
者
を
魅
了
し
た
。

　
そ
の
後
乾
杯
に
移
り
、
お
待
ち
か
ね
の
い
ず
し

の
大
試
食
会
が
始
ま
っ
た
。

　
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
特
設
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
、
用
意
し
た
「
キ
ン
キ
の

い
ず
し
」
を
は
じ
め
と
す
る
五
種
類
の
ト
ー
タ
ル

五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
ず
し
が
あ
っ
と
い
う
間
に

参
加
者
の
胃
袋
に
消
え
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
、

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
元
ハ
ン

ダ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
、
お
笑
い
芸
人
の
あ
ご
勇

飯
寿
し
は
守
る
べ
き
食
文
化

大
量
の
試
食
が
お
客
様
の
胃
袋
へ

寿
司
博
士
日
比
野
先
生
が
力
説

　　中井会長のお礼の言葉
　光陰矢の如し、家内と二人
で苦労して開発した「キンキの
いずし」を世に出してあッと言う
間に40 年が過ぎました。
　気が付けば、伊達の名産
品と呼ばれるような商品にお
育て頂きました。
　この間にお世話になった数
え切れない方々のご厚情に改
めまして厚く御礼申し上げま
す。
　どんなに時代は変わろうとも、
美味しいもの、本物は後世に
食べ継がれると信じています。
今後とも中井英策商店にご支
援を宜しくお願い致します。

さ
ん
の
歌
と
踊
り
の
爆
笑
ス
テ
ー
ジ
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　
来
場
者
の
沢
山
皆
さ
ん
か
ら
「
い
ず
し
最
高
に

美
味
し
か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
飯
寿
司
を
食
べ
た
の

は
生
ま
れ
て
初
め
て
、
大
満
足
で
し
た
」「
と
に
か

く
楽
し
か
っ
た
。
そ
し
て
美
味
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
お
帰
り
頂
き
、
イ
ベ
ン
ト
は
お
陰
様
で
大
成

功
に
終
わ
っ
た
。

写真上は、ショーを盛り上げた
あご勇さん

当社全従業員とイベント関係者で集合写真

ユニークな祝辞で魅了した松橋様

当社中井会長
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がうっすらとアルプス山脈には残雪が残っていた。
　伊那市には午前九時半に到着、飯田までのまだ半分、それでも長時間電車
に揺られている気がした。乗客は、辰野を過ぎると極端に少なくなった。
　そして、十一時十三分、飯田に到着した。
　しかし、目的地の豊橋行の電車まで、丁度一時間あるため、駅前の時代を感じ
る「食堂」で昼食を取った。
　そして、十二時十九分発のこれまた各駅停車豊橋行の電車に乗り込んだ。
　静かな市街地を抜けると、また険しい渓谷地帯をゆっくりと、ゆったりを車体
をくねらすように電車が走り抜けて行く。そしておよそ四十分、天竜ライン下り
で有名な天竜峡駅に滑り込んだ。明るい大きな観光地と言う訳ではないが、ゆっ
くり旅するには「良い観光地だなあ」と思いつつ、電車は出発、すると噂にたが
わぬ絶景が見えてきた。切り立った断崖の裾を流れる天竜川の渓谷、その周りを
「どうぞ見て下さいね」と言わんばかりに走る電車に、思わず息をのんだ。
　大感動の天竜渓谷を抜けると、丁度昼食の時に大量に飲み過ぎた水の影響から
か、急に尿意をもよおして来た。（右上に続く）

思い出旅日記渦鉄道編
　私、中井英策商店社長の及川昌弘が熱
い青春時代を過ごした様々な体験を書き
綴っている回顧録、第一弾が私の永遠の
趣味である「音楽」について熱く語って
来ました。
　前号からは、私の出版社時代の旅日記
をお伝えしています。中でも、大好きな
なのが「鉄道旅」。若き日の鉄道取材旅で
印象に残っている、今でも忘れられない
鉄道での旅日記をお届けしています。
2回目の今回は、JR東海が運営する、長
野県辰野駅から飯田市を通って、愛知県
の豊橋まで山間部をトコトコと走るロー
カル線「飯田線」を紹介します。
　この鉄道路線の最大の魅力は、険しい
山岳地帯を縫うように鉄道が走り抜け、
車窓から広がる南アルプスの山並みと、
途中その絶景に言葉を失う天竜渓谷のダ
イナミックさだ。
　この鉄道を利用することになったのは、
私が記者時代に長野県松本市での取材を
終えて、次の目的地、愛知県豊橋市へ向
かうために、どの列車に乗ろうか？と
迷っている時、松本からJR篠ノ井線経
由中央本線で名古屋に向かって、名古屋
経由で豊橋市に向かうのが最も時間的に
早い方法だが、このルートはそれまで何
度も利用している路線の為、「ちょっと変
わった路線を利用してみよう」とこの飯
田線を利用して向かうことになったため。
　まずは朝一番で、松本駅から午前八時
二分ローカル線に乗ってひとまず、飯田
駅を目指すことになった。
　松本駅を静かに出発した各駅停車の
ローカル電車は、塩尻から辰野、そして
寒天で有名な伊那市へ。信州の山岳地帯
を縫うように電車はひたすら南下する。
この日は天気も最高、季節は初夏だった

中井英策商店社長の及川昌弘です 山
岳
・
渓
谷
美
両
方
楽
し
め
る
ロ
ー
カ
ル
線
飯
田
線

JR飯田線路線

山岳地帯を縫うように川が流れる

車窓から飛び込んで来る「天竜峡」

残雪の残る南アルプスを望みながらの鉄道旅

　しかし、考えてみると車両二両編成の
ローカル列車にはトイレが無い。
　正直「困った」。終着の豊橋に着くのは
午後四時過ぎ、まだ三時間もある。
　「どうしよう？」、周りを見渡すと私の他
に乗客は乗っていない。仕方がないので、
車掌さんに「トイレに行きたいのですが」
と聞く。すると車掌さんは「どこまで行く
のですか？えっ？豊橋？そこまで我慢で
きませんよね？」とニヤニヤ。「中部天竜
駅で七分間停車するので、走って駅のトイ
レに行って来て下さい。待ってますか
ら・・・」とのこと。ホッと胸をなで下ろ
した。
　そして待ちに待ったその中部天竜駅に
列車が止まったと同時に、駅のトイレに
ダッシュ、用を済ませて列車に戻り、そし
て再び列車は動き出した。
　用を足しながら「何だか、トラベルミス
テリー・七分間の空白・アリバイのトリッ
ク・・・」なんて言うタイトルが頭の中に
浮かんできて、にやついてしまった。
　そして、暫くすると停車する駅の駅名が
「三河」と付く駅名が増えだし、長野県を離
れて、愛知県に入ったことを実感する。
　気になったのは「長篠」という駅名だ。
これはあの「長篠の戦い」の舞台となった
ところ。思わず、織田信長の姿が車窓に浮
かんだ。
　そして、新城、三河一宮、豊川稲荷で有
名な豊川と続き、電車は午後四時十六分、
目的地の豊橋駅へと滑り込んだ。
　思えば、朝の八時に松本駅で電車に乗り
込んでから八時間、長い長い旅だった。お
尻も痛くなったが、途中の美しい景色を見
ながら、人情溢れる旅は「今度は時間に追
われることなく、ゆっくりと来たい」と思
わせる旅だった。
　JR飯田線、私の思い出のローカル鉄道
路線の一つです。　（次号は、私のルーツで
もあります東北へと舞台は移ります。　

　　　　お楽しみに）

豊橋

辰野

飯田

静岡県

長野県

愛知県
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原
因
不
明
の
奇
病
な
ど
の
影
響

で
記
録
的
な
不
漁
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
、
北
海
道
噴
火
湾
産
の
ホ
タ

テ
が
、
こ
の
秋
よ
う
や
く
回
復
の

気
配
を
見
せ
始
め
た
。

　
当
社
の
人
気
商
品
に
も
な
っ
て

い
る
「
炙
り
ホ
タ
テ
い
ず
し
」
の

原
料
で
も
あ
る
こ
の
噴
火
湾
産
の

ホ
タ
テ
だ
が
、
期
待
さ
れ
た
今
年

黄色のデザインに一新した
当社「キンキいずし柚子味」

年
明
け
の
漁
が
全
く
振
る
わ
ず
、

今
年
当
社
が
仕
入
れ
る
こ
と
が
出

来
た
ホ
タ
テ
貝
柱
は
、
最
盛
期
の

一
〇
分
の
一
と
い
う
少
な
さ
に
終

わ
っ
た
。
ホ
タ
テ
供
給
先
で
あ
る

豊
浦
町
の
ホ
タ
テ
漁
業
会
社
は

「
我
々
漁
師
で
も
原
因
が
分
か
ら

な
い
奇
病
な
ど
の
影
響
で
、
漁
が

全
く
出
来
な
い
状
態
。
不
漁
だ
っ

た
去
年
の
更
に
四
分
の
一
し
か
漁

が
無
い
」
と
い
う
極
端
な
不
漁

だ
っ
た
。

　
こ
の
為
、
当
社
で
は
人
気
商
品

の
「
炙
り
ホ
タ
テ
の
い
ず
し
」
の

製
造
を
断
念
、
来
年
春
ま
で
製
造

を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
昨
年
秋

に
養
殖
を
開
始
し
た
「
新
貝
」
が

順
調
に
育
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

急
き
ょ
当
社
で
は
漁
業
会
社
か
ら

新
貝
で
の
ホ
タ
テ
貝
柱
の
買
い
付

け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

今年 11,12 月

今年最後の催事
旭川、札幌、帯広

炙りホタテ
いずし再開

製造

　
従
来
の
三
年
貝
と
違
っ
て
、
貝

柱
の
大
き
さ
は
小
さ
め
だ
が
、
身

は
引
き
締
ま
っ
て
美
味
し
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
貝
柱
を
使
っ
て
の
飯

寿
司
の
仕
込
み
を
急
き
ょ
始
め
た
。

　
そ
れ
で
も
、
三
年
前
の
五
分
の

一
程
度
の
生
産
量
で
、
今
回
は
総

数
で
千
二
百
個
（
二
五
〇
グ
ラ
ム

箱
）
の
限
定
生
産
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
の
、
十
一
月
上
旬
か
ら

「
炙
り
ホ
タ
テ
い
ず
し
」の
販
売
の

目
途
が
立
っ
た
。
な
お
、
価
格
は

二
五
〇
グ
ラ
ム
入
り
で
二
千
二
百

五
十
円
（
税
別
）
と
高
め
だ
が
、

年
末
に
向
け
て
取
り
あ
え
ず
の
販

売
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
で
ひ
と

ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

　
当
社
の
看
板
商
品
「
キ
ン
キ
い

ず
し
」
の
柚
子
味
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
全
面
黄
色
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　
こ
の「
キ
ン
キ
い
ず
し
柚
子
味
」

は
、
当
社
が
昨
年
末
か
ら
テ
ス
ト

販
売
し
て
い
た
も
の
で
、
売
れ
行

き
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
箱
を
通
常

の
青
ベ
ー
ス
の
も
の
か
ら
、
柑
橘

系
ら
し
い
黄
色
ベ
ー
ス
の
色
合
い

に
変
更
し
た
も
の
で
、
ひ
と
目
で

「
柚
子
味
」と
わ
か
る
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　「
キ
ン
キ
い
ず
し
柚
子
味
」
は
、

柚
子
の
本
場
四
国
高
知
産
の
旬
の

柚
子
の
実
を
輪
切
り
に
し
て
そ
の

一
部
を
、
キ
ン
キ
い
ず
し
に
重
ね

漬
け
し
て
い
る
も
の
で
、
通
常
の

キ
ン
キ
い
ず
し
の
酸
味
と
柚
子
の

酸
味
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
、
食

べ
た
お
客
様
か
ら
「
サ
ッ
パ
リ
し

た
酸
味
で
と
て
も
合
う
。
美
味
し

い
」
と
評
判
を
呼
ん
で
い
た
も
の

で
、
今
年
は
去
年
の
二
倍
の
増
産

を
計
画
し
て
い
る
。
価
格
は
、
三

〇
〇
グ
ラ
ム
箱
入
り
の
み
で
、
二

千
二
百
円（
税
別
）。
当
面
は
当
社

通
販
の
み
で
の
取
り
扱
い
と
な
っ

て
い
る
。

価
格
は
高
値
で
推
移

会　場催事名催事期間

フィール旭川

（旭川市１条通り8丁目）
全国美味いもの展11 月 7 日（水）～ 14 日（火）

アクセスサッポロ

（札幌市厚別区流通センター４丁目）
北のアメ横豊穣祭11 月 17 日（金）～ 19 日（日）

帯広藤丸百貨店

（帯広市西 2条南 8 丁目）
年末歳の市12 月 27 日（水）～ 29 日（金）

今年 11、12 月出店予定のイベント


